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概要：車の後部座席など，前方の視界が遮られる状況では，動揺病が重症化することが知られてい

る．動揺病の感覚矛盾説によると，車外視覚情報が遮られた環境下では，視覚と前庭感覚から知覚さ

れる運動に矛盾が生じることから，動揺病が重症化すると考えられている．そこで本研究では，車両

前方を撮影したリアルタイムのカメラ映像を，スマートグラスを用いて後部座席乗員に提示するこ

とで動揺病が軽減可能か調査することを目的とした．実験参加者１名による予備検討の結果，スマ

ートグラスによる車両前方カメラの映像の提示により動揺病が軽減した． 
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1. 序論 
車の後部座席など前方の視界が遮られる状況 [1][2] や，

車載ディスプレイなどを視聴する状況 [3] では，動揺病が

重症化することが知られている．特に，動揺病感受性が高

く乗り物酔いしやすい人は，車外視覚情報遮断の影響が大

きく著しく乗車時の快適性が低下するため，改善方法が望

まれている [1][2]．動揺病の感覚矛盾説 [4] によると，車

外視覚情報が遮られた環境下では，視覚から知覚される

運動（静止している）と，前庭感覚から知覚される運動（動

いている）に矛盾が生じることから，動揺病が重症化する

と考えられている．前方の視界を補い，感覚矛盾を軽減

するために，Griffin らは，車両前方を撮影したカメラ映

像を小型の車載ディスプレイに表示したが，動揺病が軽

減しなかった [1]．車載ディスプレイの画面が小さいこと

や近いこと，視聴する際の姿勢が制限されることなどが，

動揺病が軽減しなかった原因の一つとして考えられる．

他方，諏訪らは，ヘッドマウントディスプレイ（HMD）を

用いて 2D コンテンツ（web ページ，動画など）を視聴す

る際，2D コンテンツの背景に，HMD のフロントカメラの

映像を配置することで動揺病を軽減できることを，前後に

振動する装置を用いて示した [5]． 

そこで，本研究では，車載ディスプレイの代わりにスマ

ートグラスを用いて車両前方映像を後部座席乗員に提示

することで動揺病が軽減可能か調査することを目的とし

た．スマートグラスには自己位置を推定するためのカメ

ラや慣性センサーが搭載されており，100 インチ程度の仮

想スクリーンを車内の任意の位置に配置可能であるため，

Griffin らの研究で問題となった画面の小ささや近さ，姿勢

の制限などを解消できる可能性がある．本稿では，スマー

トグラスを用いて車両前方映像を後部座席乗員に提示す

ることで動揺病が軽減可能かを，実験参加者１名に対して

調査した予備検討の結果を報告する． 
 
2. 方法 
2.1 参加者 
成人男性１名（24歳）が実験に参加した．動揺病感受性

質問紙（The Motion Sickness Susceptibility Questionnaire 
(MSSQ); Golding 2006）の結果は，95.8％であった．MSSQ
は，動揺病の感受性（酔いやすさ）を，小児期（12歳未満）

および過去 10 年間の，さまざまな車両での乗り物酔いの

発生頻度に基づいてパーセンタイルで表す指標である． 
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2.2 実験環境 
2.2.1 車外視覚情報の遮断 
車（図１）の後部座席をカーテンで覆い（図２）車外視

覚情報を遮断した． 
2.2.2 スマートグラスによる車両前方映像提示システム 

Web カメラ（BUFFALO, BSW500MBK）を車のダッシュ

ボード上に設置した（図３）． Web カメラが撮影した車両

前方映像を後部座席乗員に提示するために，スマートグラ

ス（Nreal Ltd., NrealLight，図４）を使用した．このスマー

トグラスには自己位置を推定するためのカメラや慣性セ

ンサーが搭載されており，100 インチまで大きさの仮想ス

クリーンを車内の任意の位置に配置可能であった．車のフ

ロントガラスと同程度の大きさ，位置にカメラ映像を提示

するための仮想スクリーンを配置した（図５）．これによ

り，カーテンで覆われた後部座席において，あたかも目の

前にフロントガラスがあるかのような映像を実験参加者

に提示することができた（図６）． 
2.3 前後走行タスク 
実験参加者は，カーテンに覆われた車の後部座席に着座

した．車は， 5 m 程度の距離を前後に 10分間往復走行し

た．走行中，実験参加者の動揺病重症度を 1分ごとに評価

した． 
2.4 実験要因 
実験要因は，スマートグラス要因で，ありとなしの２水

準であった．スマートグラスあり条件において，実験参加

者はスマートグラスの仮想スクリーンに映った車両前方

映像（図６）を注視した．スマートグラスなし条件におい

て，実験参加者はスマートグラスを装着せず，前方のカー

テン（図２）を注視した．スマートグラスありとなしそれ

ぞれの条件において，前後走行タスクを１回ずつ実施した． 
2.5 動揺病や快適性の評価 
2.5.1 Misery Scale (MISC) 
 動揺病の重症度を評価する指標として，Misery Scale 
(MISC) [6]を使用した．MISC は 11段階（0 - 10）で動揺病

の重症度を評価するアンケートである（表１）． 
2.5.2 自由コメント 
 前後走行タスク終了後，実験参加者は各条件の動揺病や

快適性などについて自由にコメントした． 
 
3. 結果 
3.1 MISC 
 図７は，10 分間の前後走行タスクにおける 1 分ごとの

MISC の値を示している．タスク開始 3分以降，グラスあ

り条件の方がなし条件に比べて MISC の値が小さかった． 
3.2 自由コメント 
実験参加者は，各条件に関して以下のコメントをした． 
• グラスありの方がなしに比べて自分がどのように運

動しているか分かりやすく，酔いにくかった． 
• グラスありの方が，停止時の体勢の準備が容易で，不

安感が少なく，運転が荒く感じなかった． 
• 運転席や助手席は見えないけど車の前が見えるのは

新しくて面白い． 
 
4. 議論 
本研究では，スマートグラスを用いて車両前方映像を

  
図 1: 車.     図２：カーテンで覆った後部座席． 

  
図３: Web カメラ.   図４：スマートグラス． 

  
図５: 仮想スクリーンの配置．図６：カメラ映像． 

表 1: Misery Scale (MISC). 

 

  
図７: MISC.  

0
2
4
6

0 5 10
M
IS
C

分

グラスなし グラスあり

Ⓒ 2022 日本バーチャルリアリティ学会

1B3-1

-1B3-1-



 

後部座席乗員に提示することで動揺病が軽減可能か調査

することを目的とした．後部座席をカーテンで覆い，車外

視覚情報を遮断した車両において，予備検討参加者１名に

対して前後走行タスクを 10 分間行なった結果，タスク開

始 3分以降，スマートグラスあり条件の方が，なし条件に

比べて動揺病重症度が低かった．この結果は，この実験参

加者に対しては，スマートグラスを用いて車両前方映像を

提示することで動揺病が軽減できる可能性を示唆してい

る． 
スマートグラスを用いた本研究と異なり，Griffin らは，

小型の車載ディスプレイを用いて車両前方映像を提示し

た結果，動揺病が軽減しなかった [1]．スマートグラスは，

100 インチ程度の仮想スクリーンを車両の任意の位置に配

置可能である．そのため，車載ディスプレイに比べて広い

視野にカメラ映像を提示可能であり，また，視聴する際の

姿勢が制限されないことなどから，動揺病が軽減した可

能性がある． 
今後は，より多くの実験参加者に対して同様の実験をす

ることで，本稿の結果が一般化できるか検証する．また，

前後方向以外の走行方法においても動揺病が軽減するか

検証する．さらに，スマートグラスで 2D コンテンツを視

聴時の背景に，車両前方映像を提示することで，動揺病が

軽減可能か検証する． 
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